
1999 年京大後期理□6  

(1) 

bxa ≦≦ で連続かつ微分可能な関数 )(xF を考える。平均値の定理より、 
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となる c が存在する。 )(xF  を )(xf で置き換えれば 
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≦≦ xx の逆関数を、 )10()( ≦≦xxg とする。 

この立体の体積を求めると 
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この立体の、 1≦≦ yyn の部分の体積は  
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dyyg であり、
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)8( 2 
に等しい。 
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ここで、(1)より、    2
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  、 1≦≦cyn となる c が存在する。 
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)(xg は 10 ≦≦x において単調増加であるから、
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gcgyg n ≦≦ であり、 
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n のとき、 1ny 、
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nyg であるから、はさみうちの原理により 
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